
 

 

 

ᾁ὿ᾀ

 

市
の
借
᣿
は
少
な
い
に
こ
し
た
こ

拡
充
を
行
う
こ
と 

 

 

     

ᾁ὿ᾀ5 年９

民
１
人
当
た
り
Ჭ
Წ
万
１
千
円
。
広
島

県
ϋ
市
で
は
最
も
少
額
で
す
。 

 

市
の
借
᣿
は
少
な
い
に
こ
し
た
こ

の
パ
レ
ー
ド
と
な
り
ま
し
た
。 

 
 

 

子
Ʋ
も
た
ち
も
約
１
キ
ロ
を

元
気
に
歩
き
と
お
し
ま
し
た
。 

․•‣4

     

優位な福山市財政で市民のくらしを守れ

努
め
る
こ
と
。 

８
、 

子
育
て
支
援
の
重
要
な
要
と
し
て
、
乳
幼
児
医
療
費
助
成
制
度
の

拡
充
を
行
う
こ
と 

    

９月ᾀᾂ日

 

市
債
は
、
４
年
連
続
で
減
少
し
、
前

年
比
Ჭ
Ჳ
億
５
８
Ც
Ც
万
円
の
減
、
総

額
１
５
１
１
億
４
Ჭ
Ც
Ც
万
円
で
、
市

押
し
た
マ
マ
さ
ん
が
飛
び
入
り

行
進
す
る
な
Ʋ
、
元
気
い
っ
ぱ
い

の
パ
レ
ー
ド
と
な
り
ま
し
た
。 

․•‣4 年度普通会計決算見込み

    

優位な福山市財政で市民のくらしを守れ

公
共
事
業
は
老
朽
化
し
た
橋
の
架
け
替
え
や
補
強
、
た
め
池
改

修
、
生
活
道
路
の
維
持
補
修
、
周
辺
部
へ
の
転
落
防
止
柵
設
置
、

急
傾
斜
地
対
策
や
ჿ
防
堤
予
算
を
抜
本
的
に
強
化
し
て
、
防
災
に

努
め
る
こ
と
。 

    

日 

市
の
借
᣿
も
４
年
連
続
減
少 

 

市
債
は
、
４
年
連
続
で
減
少
し
、
前

コ
ー
ル
を
響
か
せ
ま
し
た
。 

 
 

 

宮
通
り
で
は
、
ベ
ビ
ー
カ
ー
を

押
し
た
マ
マ
さ
ん
が
飛
び
入
り

年度普通会計決算見込み

    基᣿総額

優位な福山市財政で市民のくらしを守れ

の
耐
震
化
予
算
を
大
幅
に
増
や
す
こ
と
。 

７
、 

新
た
な
工
業
団
地
造
成
な
Ʋ
の
大
型
公
共
事
業
推
進
は
抑
制
し
、

公
共
事
業
は
老
朽
化
し
た
橋
の
架
け
替
え
や
補
強
、
た
め
池
改

    

全
体
的
に
は
サ
ー
ビ
ス
の
後
退
や
労

働
強
化
が
う
か
が
わ
れ
ま
す
。 

争
し
な
い
と
決
め
た
ᵮ
ᵭ
戦
車
に

乗
る
な
ら
三
輪
車
ᵮ
ᵭ鉄
砲
持
つ

な
ら
水
鉄
砲
ᵮ
と
、
マ
マ
・
パ
パ

年度普通会計決算見込み

基᣿総額

優位な福山市財政で市民のくらしを守れ

を
確
保
す
る
こ
と
。 

６
、 

遅
れ
て
い
る
校
舎
の
耐
震
改
修
、
保
育
園
や
幼
稚
園
、
公
的
施
設

の
耐
震
化
予
算
を
大
幅
に
増
や
す
こ
と
。 

ママȷパパȷ若者パレȸド

     小

時
代
の
退
職
が
落
ち
着
い
た
こ
と
も

あ
り
ま
す
が
、
正
規
職
員
を
減
ら
し
て

臨
時
職
員
を
増
や
し
た
こ
と
な
Ʋ
で
、

後
、
市
役
所
周
辺
、
商
店
街
を
パ

レ
ー
ド
し
ま
し
た
。
ᵭ
マ
マ
は
戦

争
し
な
い
と
決
め
た
ᵮ
ᵭ
戦
車
に

 

年度普通会計決算見込み

基᣿総額≕９≔

優位な福山市財政で市民のくらしを守れ

設
、
中
小
業
者
の
仕
事
確
保
、
地
域
活
性
化
の
予
算
の
具
体
化
を
。 

５
、 

少
人
数
学
級
実
現
と
正
規
教
職
員
の
確
保
や
、
教
育
課
題
校
へ
の

市
独
自
の
教
職
員
や
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
を
加
配
す
る
予
算

だれの子ども

ママȷパパȷ若者パレȸド

小雨の中を

減
少
ư
Წ
Ც
Ძ
Ც
年
Ʊ
比
較
し
Ư
年

間
４
Ჭ
億
円
減
少
し
Ư
い
ま
す
。
団
塊

時
代
の
退
職
が
落
ち
着
い
た
こ
Ʊ
も

を
超
え
る
集
会
Ʊ
な
Ǔ
ま
し
た
。 

 

集
会
ư
Ƹ
ᵧ
安
倍
首
相
に
送
付
す
る

ア
ピ
ー
ル
文
を
採
択
し
ᵧ
そ
の

 

年度普通会計決算見込み

≕９≔

優位な福山市財政で市民のくらしを守れ

保
す
る
こ
Ʊ
。 

４
ᵧ 

福
山
市
独
自
の
中
小
企
業
向
け
無
利
子
・
無
担
保
融
資
制
度
の
創

設
ᵧ
中
小
業
者
の
仕
事
確
保
ᵧ
地
域
活
性
化
の
予
算
の
具
体
化
を
。 

だれの子ども

ママȷパパȷ若者パレȸド

雨の中を

人
件
費
Ƹ
７
年
連
続
の
減
小 

 

歳
出
ư
Ƹ
、
人
件
費
が
７
年
連
続
の

ひ
Ư
駆
け
つ
け
た
ᵭ
ơ
い
ơ
・ƹ
あ
ƹ
ᵮ

さ
ǜ
、
保
育
士
さ
ǜ
な
Ʋ
、
Ძ
Ც
Ც
人

を
超
え
る
集
会
と
な
Ǔ
ま
し
た
ᵨ 

年度普通会計決算見込み

≕９≔億≙≚≓≚

優位な福山市財政で市民のくらしを守れ

２
、 
国
の
医
療

・
福
祉
予
算
削
減
ƴ
追
随
す
る
こ
と
な
く
、
必
要
な
予

算
の
確
保
ƴ
努
め
る
こ
と
ᵨ 

３
、 

自
治
体
Ȫ
ス
ト
ȩ
の
見
直
し
を
行
い
、
必
要
な
正
規
市
職
員
を
確

だれの子ども

ママȷパパȷ若者パレȸド

雨の中を

率
改
定
の
影
響
ư
、
９
億
５
千
万
円
増

加
し
た
こ
と
Ƴ
Ʋ
が
あ
ƛ
ら
れ
ま
す
ᵨ

 

ᵭ
こ
の
先
、
孫
の
未
来
が
Ʋ
う
Ƴ
る

の
Ɣ
考
え
る
と
、
居
て
ǋ
立
っ
て
ǋ
Ɠ

ら
れ
Ƴ
い
ᵮ
と
二
人
の
女
の
子
の
手
を

年度普通会計決算見込み 4‣

≙≚≓≚

優位な福山市財政で市民のくらしを守れ

１
、 

税
の
確
保
ƴ
つ
い
て
、
法
人
市
民
税
の
引
Ɩ
下
ƛ
Ƹ
行
わ
Ƴ
い
こ

と
、
今
後
の
消
費
税
増
税
Ƹ
行
わ
Ƴ
い
こ
と
を
国
ƴ
求
Ǌ
Ǒ
ᵨ 

２
、 
国
の
医
療

・
福
祉
予
算
削
減
ƴ
追
随
す
る
こ
と
Ƴ
く
、
必
要
Ƴ
予

だれの子ども

ママȷパパȷ若者パレȸド

雨の中を元気に

そ
の
要
因
Ƹ
、
市
税
収
入
ƕ
前
年
度

並
ǈ
の
７
２
９
億
円
確
保
ư
Ɩ
た
こ

Ʊ
や
、
地
方
消
費
税
交
付
᣿
ƕ
消
費
税

た
パ
パ
さ
ん
や
マ
マ
さ
ん
ƕ
次
々
Ʊ

集
ま
っ
て
Ɩ
ま
し
た
ᵨ 

 

「
こ
の
先
、
孫
の
未
来
ƕ
Ʋ
う
Ƴ
る

4‣ 億円余

≙≚≓≚万

優位な福山市財政で市民のくらしを守れ

１
、 

税
の
確
保
ƴ
つ
い
て
、
法
人
市
民
税
の
引
Ɩ
下
ƛ
Ƹ
行
わ
Ƴ
い
こ

木
た
ƚ
し
議
員
ƕ
、
新
年
度
の

予
算
編
成
ƴ
、
市
民
の
く
ら
し 

よ
う
、
次
の
項
目
の
実
現
を
求
め

ま
し
た
ᵨ 

だǕの子ƲももこǖさせƳい

ママȷパパȷ若者パレȸド

元気に

２
０
９
Ჲ
万
９
千
円
の
大
幅
黒
字
と

な
り
ま
す
。 

そ
の
要
因
Ƹ
、
市
税
収
入
が
前
年
度

続
い
て
い
ま
し
た
が
、
開
会
時
間
ƴ
な

る
と
、
小
さ
な
子
Ʋ
も
を
抱
Ɩ
か
か
え

た
パ
パ
さ
ǜ
や
マ
マ
さ
ǜ
が
次
々
と

億円余の実質黒字

万円余

優位な福山市財政で市民のくらしを守れ

２
０
Ძ
６
年
度
予
算
編
成
ƴ 

福
山
市
の
財
政
力
を
生
か
せ 

 

９
月
議
会
の

一
般
質
問
で
高

木
た
け
し
議
員
が
、
新
年
度
の

福
祉

・
教
育
充
実
の
編
成
を
行
う

よ
う
、
次
の
項
目
の
実
現
を
求
め

ころさせない

ママȷパパȷ若者パレȸド

元気に

Ჰ
万
Ჭ
千
円
ư
、
歳
入
歳
出
差
引
額
Ხ

７
億
Ძ
Ჲ
０
万
円
、
実
質
収
支
Ხ
Ძ
億

Წ
０
Ჳ
Ჲ
万
Ჳ
千
円
の
大
幅
黒
字
と

人
た
ち
に
呼
び
か
け
よ
う
」
と
企
画
し

ま
し
た
ᵨ 

 

前
日
の
夜
は
大
雨
ᵨ
朝
の
内
も
雨
が

の実質黒字

円余 

優位な福山市財政で市民のくらしを守れ

率
、
連
結
赤
字
比
率
共
に
赤
字
は

あ
り
ま
せ
ん
ᵨ 

 

実
質
公
債
費
比
率
は
５

・
７
、 

５
０

・
０
を
大
幅
に
下
回
っ
て
お

り
、
福
山
市
の
財
政
は
健
全
度
が

高
い
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
ま
す 

ころさせない

ママȷパパȷ若者パレȸド in

元気に ᵏᵎᵎ

表
し
ま
し
た
。 

歳
入
総
額
１
Ჱ
Ჭ
Ხ
億
Ჳ
Ჰ
万
Ჭ

千
円
、
歳
出
総
額
１
Ჰ
Ჲ
Ჰ
億
Ჳ
Ჳ
１

Ɩ
る
の
Ɣ
不
安
に
感
ơ
た
Ჭ
人
の
マ

マ
さ
ん
ƕ
相
談
し
、
ᵭ
同
ơ
気
持
ち
の

人
た
ち
に
呼
び
Ɣ
け
よ
う
ᵮ
と
企
画
し

の実質黒字

優位な福山市財政で市民のくらしを守れ
 

ᝠ
政
の
健
全
度
を
見
通
す
健

全
化
判
断
比
率
Ƹ
、
実
質
赤
字
比

率
、
連
結
赤
字
比
率
共
に
赤
字
Ƹ

将
来
᝟
担
比
率
Ƹ
Ჱ

・
Ჰ
ư
、
早

期
健
全
化
基
準
の
Წ
Ჯ

・
０
、
Ჭ

Ჯ
０

・
０
を
大
幅
に
下
回
っ
Ư
お

ころさせない

in ふくやま

ᵏᵎᵎ

N

市
財
政
局
は
８
月
、
Წ
Ც
Ძ
４
年
度

福
山
市
普
通
会
計
決
算
見
込
ǈ
を
公

表
し
ま
し
た
。 

開
き
ま
し
た
。 

 

国
会
で
ܤ
保
法
制
の
審
議
が
続
く

中
、
自
分
の
子
Ʋ
も
を
ܣ
る
こ
と
が
で

 

財
政
健
全
化
判
断
比
率 

問
題
な
し 

 
 

実
質
収
支
額
、
連
結
実
質
収
支
額
と
も
に
黒
字 

の実質黒字 

優位な福山市財政で市民のくらしを守れ 
 

財
政
の
健
全
度
を
見
通
す
健

将
来
᝟
担
比
率
は
Ჱ

・
Ჰ
で
、
早

ころさせない 

ふくやま

ᵏᵎᵎ 人
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学
校
給
食
棟
Ƴ
Ʋ
の
建
設
Ƹ
ᵧ
当
面

借
᣿
を
し
Ư
ư
ǋ
実
現
す
ǔ
こ
Ʊ

が
求
Ǌ
ら
Ǖ
ま
す
ᵨ 

い
マ
マ

・
パ
パ
の
会
in

ふ
く
や
ま
」

は
、
福
山
駅
前
釣
り
人
広
場
で
集
会
を

開
き
ま
し
た
ᵨ 

策
や
投
資
ƕ
行
わ
れ
Ƴ
い
Ƴ
ǒ
、

単
純
ƴ
評
価
す
ǔ
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
ᵨ
例
え
ƹ
、
足
り
Ƴ
い
特

ふくやま 
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１３１１ 

別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
Ʒ
増
設
や
中

学
校
給
食
棟
Ƴ
Ʋ
Ʒ
建
設
は
、
当
面

  

９
月
６
日
、
「戦
争
ƴ
行
Ɣ
せ
た
く
Ƴ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
ƕ
、
必
要
Ƴ
施

策
や
投
資
ƕ
行
わ
れ
Ƴ
い
Ƴ
ǒ
、


